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端
末
利
活
用
状
況
等
調
査

公
立
小
中
学
校
８
割
以
上

全
学
年
で
端
末
活
用

端
末
の
持
ち
帰
り

２
割
が
準
備
不
足

公
立
高
校
の
端
末
の

整
備
状
況
見
込
み
調
査

高
等
学
校
１
人
１
台
端
末

設
置
者
負
担
は
１８
自
治
体

校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
等
の
状
況
調
査

学
校
か
ら
直
接
接
続

過
半
数
を
超
え
る

回
線
速
度
も
調
査

１１
時
〜
１２
時
に

回
線
速
度
が
低
下

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
関
連
す
る
課
題
調
査

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

導
入
状
況
調
査

校
外
か
ら
校
務
は
少
数
に

………………………………

………………………………

2
0
2
1
年
5
月
27
日
に

実
施
さ
れ
た
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
調
査
結
果
が

8
月
31
日
、
公
表
さ
れ
た
。

2
年
ぶ
り
と
な
っ
た
本
調
査

は
、
小
学
校
に
つ
い
て
は
新

学
習
指
導
要
領
が
全
面
実
施

さ
れ
て
か
ら
初
。

調
査
よ
り
、
児
童
生
徒
の

学
習
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
活
用
へ
の
期
待
は
非
常
に

高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一

方
で
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
配
備
に
よ

る
端
末
の
持
ち
帰
り
等
は
ま

だ
不
足
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
授
業
は
、
自
分
に
あ
っ
た

教
え
方
、
教
材
、
学
習
時
間

な
ど
に
な
っ
て
い
る
」
「
課

題
の
解
決
に
向
け
て
自
分
で

考
え
、
自
分
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
」
こ
と
が
、
自
律
的

か
つ
前
向
き
な
学
び
に
結
び

つ
い
て
い
る
。

主
な
傾
向

◆
「
学
習
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

使
う
の
は
勉
強
の
役
に
立

つ
」
と
考
え
て
い
る
児
童
生

徒
は
90
％
以
上
。

◆
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業

の
頻
度
は
増
加
。
「
ほ
ぼ
毎

日
実
施
し
た
」
と
回
答
し
た

小
中
学
校
教
員
の
割
合
は
50

％
以
上
。
2
0
1
8
年
度
調

査
と
比
較
す
る
と
、
小
学
校

で
は
「
ほ
ぼ
毎
日
」
の
層
が

特
に
増
え
た
。

◆
端
末
を
使
っ
て
他
の
児
童

生
徒
と
意
見
交
換
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
「
ほ
ぼ
毎

日
」「
週
1
回
以
上
」
行
っ
て

い
る
の
は
、
小
学
校
で
39
・

3
％
、中
学
校
は
35
・
4
％
。

◆
1
人
1
台
端
末
の
持
ち
帰

り
に
つ
い
て
「
毎
日
持
ち
帰

り
、
毎
日
利
用
」
「
時
々
持

ち
帰
り
、
時
々
利
用
」
「
毎

日
持
ち
帰
り
、
時
々
利
用
」

と
回
答
し
た
小
中
学
校
の
割

合
は
約
20
％
。
端
末
持
ち
帰

り
を
さ
せ
て
い
な
い
の
は
、

小
中
学
校
と
も
に
5
割
強
で

あ
る
。

な
お
2
0
2
0
年
10
月
ま

で
に
導
入
し
た
自
治
体
の
方

が
、
活
用
率
も
端
末
持
ち
帰

り
率
も
高
い
。

◆
「
課
題
の
解
決
に
向
け
て

自
分
で
考
え
、
自
分
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
」
は
、
小
学

校
中
学
校
の
児
童
生
徒
と
も

に
約
80
％
。
特
に
中
学
校
で

伸
び
た
。
ま
た
、
「
自
分
で

考
え
、
自
分
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
」
児
童
生
徒
ほ
ど
、

各
教
科
の
平
均
正
答
率
が
高

い
傾
向
。
こ
の
傾
向
は
学
校

の
就
学
援
助
を
受
け
て
い
る

児
童
生
徒
の
割
合
に
左
右
さ

れ
な
い
。
【
続
き
は
Ｋ
Ｋ
Ｓ

Ｗ
ｅ
ｂ
】

文
部
科
学
省
は
8
月
30
日
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
配
備
に
係
る
各
種
調
査
結
果
を
公
表
し

た
。
調
査
内
容
は
、
2
0
2
1
年
7
月
末
時
点
の
端
末
利
活
用
状
況
等
の
実
態
調
査

（
速
報
値
）
、
同
8
月
時
点
で
の
公
立
高
校
に
お
け
る
端
末
の
整
備
状
況
（
見
込
み
）

（
都
道
府
県
別
）
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向
け
た
校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
環
境
等
の
状
況
調
査
（
5
月
末
時
点
に
お
け
る
6
月
末
の
見
込
み
）
、
自
治
体
に

お
け
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
関
連
す
る
課
題
ア
ン
ケ
ー
ト
（
5
月
実
施
）
、
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
状
況
調
査
（
6
月
14
日
〜
7
月
30
日
実
施
）
。
5
月
以
降
に

行
っ
た
各
種
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
3
月
時
点
の
学
校
に
お
け
る
教
育
の
情
報
化
の
実

態
等
に
関
す
る
調
査
結
果
（
速
報
値
）
と
も
比
較
。
3
月
以
降
、
変
化
が
見
ら
れ
る
。

7
月
時
点
に
お
い
て
、
全

国
の
公
立
小
学
校
等
の
84
・

2
％
、
中
学
校
等
の
91
・
0

％
が
、
「
全
学
年
」
で
端
末

の
利
活
用
を
開
始
し
て
い

る
。
端
末
を
利
活
用
し
て
い

な
い
小
学
校
は
3
・
9
％
、

中
学
校
等
で
は
3
・
5
％
。

利
活
用
を
し
て
い
な
い
と
回

答
し
た
自
治
体
の
う
ち
7
4

8
小
学
校
及
び
3
5
2
中
学

校
等
が
8
〜
12
月
に
活
用
予

定
。
2
0
2
2
年
1
月
以
降

に
な
る
見
込
み
は
18
小
学
校

・
7
中
学
校
等
。

1
人
1
台
端
末
に
つ
い

て
、
全
自
治
体
の
う
ち
1
7

4
2
自
治
体
（
96
・
1
％
）

が
整
備
済
で
70
自
治
体
（
3

・
9
％
）
が
未
完
了
。
う

ち
、
8
〜
12
月
に
整
備
完
了

予
定
は
25
自
治
体
、
2
0
2

2
年
1
〜
3
月
に
完
了
予
定

は
30
自
治
体
。
2
0
2
2
年

4
月
以
降
に
完
了
予
定
は
15

自
治
体
。
未
完
了
の
70
自
治

体
名
に
つ
い
て
も
公
表
。

整
備
済
端
末
の
Ｏ
Ｓ
は
、

Ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｍ
ｅ
Ｏ
Ｓ
40
・
1

％
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｏ
Ｓ

30
・
4
％
、
ｉ
Ｏ
Ｓ
29
・
0

％
、
そ
の
他
0
・
5
％
（
Ａ

ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
端
末
、
Ｍ
ａ

ｃ
Ｏ
Ｓ
等
）。

平
常
時
か
ら
端
末
の
持
ち

帰
り
学
習
を
実
施
し
て
い
る

自
治
体
は
25
・
3
％
。
準
備

を
し
て
い
な
い
自
治
体
は
23

・
7
％
。
非
常
時
に
お
け
る

端
末
の
持
ち
帰
り
準
備
済
の

自
治
体
は
64
・
3
％
。
準
備

を
し
て
い
な
い
自
治
体
は
3

・
7
％
。
こ
の
数
値
を
見
る

と
、
コ
ロ
ナ
禍
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
が
も
っ
と
で
き
て
も

良
さ
そ
う
だ
。

持
ち
帰
り
の
際
に
懸
念
さ

れ
る
の
が
、
端
末
の
破
損
・

紛
失
だ
。
2
0
2
1
年
4
月

1
日
以
降
に
破
損
・
紛
失
し

た
端
末
は
全
体
の
0
・
2
％

（
1
万
8
1
0
4
台
）
。

8
月
時
点
に
お
い
て
、
高

等
学
校
1
人
1
台
端
末
を
整

備
済
み
も
し
く
は
整
備
の
方

向
性
を
明
示
し
て
い
る
自
治

体
は
全
47
都
道
府
県
。
2
0

2
2
〜
24
年
度
配
備
完
了
予

定
が
16
自
治
体
。

費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、

設
置
者
負
担
18
自
治
体
、
原

則
保
護
者
負
担
21
自
治
体
。

負
担
及
び
配
備
時
期
に
つ
い

て
検
討
中
は
8
自
治
体
（
山

形
県
、
栃
木
県
、
愛
知
県
、

香
川
県
、福
岡
県
、宮
崎
県
、

鹿
児
島
県
、
沖
縄
県
）
。

校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
用
に
つ
い
て
、
前
回
調
査

（
2
0
2
1
年
2
月
）
で
は

86
・
2
％
で
あ
っ
た
が
、
5

月
時
点
で
は
3
万
1
9
4
9

校
の
98
・
0
％
ま
で
増
加
。

前
回
調
査
よ
り
「
学
校
か
ら

直
接
接
続
」
の
割
合
が
増

え
、
1
万
3
3
2
3
校
（
40

・
6
％
）
か
ら
1
万
6
6
2

8
校
（
50
・
9
％
）
と
過
半

数
を
超
え
た
。
Ｌ
Ｔ
Ｅ
端
末

で
対
応
し
て
い
る
の
は
1
1

4
6
校
と
、
こ
ち
ら
も
微

増
。学

校
か
ら
直
接
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
し
て
い
る
1
1

3
2
自
治
体
等
に
お
い
て
1

Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
以
上
は
4
7
1
自

治
体（
41
・
6
％
）。
1
0
0

Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
〜
1
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
未

満
が
6
2
9
自
治
体（
55
・
6

％
）で
、増
強
を
予
定
し
て
い

る
の
は
1
7
7
自
治
体（
15

・
6
％
）。全
体
的
に
改
善
の

傾
向
が
見
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

前
回
調
査
時
よ
り
、
3
0

0
以
上
の
自
治
体
等
が
、
セ

ン
タ
ー
集
約
方
式
（
学
校
回

線
を
集
約
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続
）
を
改
め
て
い
る

（
9
2
1
↓
6
0
3
）
。

セ
ン
タ
ー
集
約
方
式
の
6

0
3
自
治
体
も
接
続
速
度
に

改
善
が
見
ら
れ
る
。
1
Ｇ
ｂ

ｐ
ｓ
以
上
は
5
月
時
点
で
2

5
3
自
治
体
（
42
・
0

％
）
。
2
0
2
0
年
9
月
末

時
点
の
2
0
4
自
治
体
（
22

・
5
％
）
か
ら
増
え
た
。
1

0
0
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
以
上
1
Ｇ
ｂ

ｐ
ｓ
未
満
の
自
治
体
は
3
0

0
自
治
体
（
49
・
8
％
）
で

1
9
9
自
治
体
（
33
・
0

％
）
が
増
強
を
予
定
。

学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒

用
端
末
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続
速
度
も
実
測
。
学

校
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
11

時
〜
12
時
に
速
度
が
低
下
す

る
傾
向
だ
。
ま
た
、
集
約
接

続
は
、
学
校
か
ら
の
直
接
接

続
と
比
較
し
て
全
体
に
速
度

が
低
い
傾
向
。
同
時
接
続
数

は
い
ず
れ
の
場
合
も
、
4
0

0
人
以
下
の
学
校
で
全
児
童

生
徒
20
％
以
上
。
4
0
1
人

以
上
の
学
校
で
20
％
未
満
に

な
る
こ
と
が
多
い
。
活
用
が

頻
繁
に
な
る
と
ひ
っ
迫
す
る

可
能
性
が
あ
る
。

5
月
時
点
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
関
連
す
る
課

題
に
つ
い
て
は
初
等
中
等
教

育
局
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

Ｓ
ｔ
ｕ
Ｄ

Ｘ
推
進
チ
ー
ム
が
1
8
0
8

自
治
体
（
都
道
府
県
47
、
市

区
町
村
等
1
7
6
1
）
を
調

査
。
義
務
教
育
段
階
の
課
題

は
「
学
校
の
学
習
指
導
」

「
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導

力
」
「
持
ち
帰
り
関
連
」
が

1
番
目
及
び
2
番
目
の
課
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

高
等
学
校
段
階
で
は
、

「
端
末
整
備
」
「
学
校
の
学

習
指
導
以
外
で
の
活
用
」
が

挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、

義
務
教
育
段
階
・
高
等
学
校

段
階
共
に
「
端
末
の
管
理
・

運
用
」
「
家
庭
の
通
信
環

境
」
も
課
題
。

統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
導
入
済
も
し
く
は
導
入
見

込
み
の
自
治
体
は
87
・
9

％
。校

務
系
と
学
習
系
の
デ
ー

タ
連
携
を
実
施
し
て
い
る
自

治
体
は
76
自
治
体
（
4
・
2

％
）。別
々
の
端
末
で
同
じ
デ

ー
タ
入
力
等
が
行
わ
れ
る
な

ど
校
務
の
効
率
化
に
資
す
る

デ
ー
タ
連
携
が
進
ん
で
い
な

い
。転
学
、進
学
の
際
の
デ
ー

タ
移
行
は
現
状
、
同
一
所
管

内
で
あ
っ
て
も
7
割
以
上
、

所
管
外
で
あ
れ
ば
9
割
以
上

が
紙
で
の
や
り
と
り
だ
。

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
在

宅
勤
務
時
等
に
利
用
で
き
る

自
治
体
は
少
数
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
教
職
員
が
自
宅
等

か
ら
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
等

を
常
に
利
用
で
き
る
の
は
86

自
治
体
（
4
・
7
％
）
。
希

望
時
に
の
み
利
用
で
き
る
の

は
96
自
治
体
（
5
・
3
％
）。

教育委員会対象セミナー松山 報告 ２面

８月２日、愛媛県松山市でセミナー「ＧＩＧＡスクール
構想 ＩＣＴ機器の整備・活用」を開催。奈良教育大学教
職大学院・小崎誠二准教授、松山市教育研修センター・小
田浩範指導主事、愛媛県立松山南高等学校・重松聖二教
頭、西条市立神戸小学校・十亀亮一教諭が講演

地方から海外大学に進学する ３面

海外の大学は入学時に測定される力が日本とは異なる―
―そう異口同音に答えた学生の言葉が印象深い。これまで
の海外留学の常識やイメージとは異なるアプローチで海外
大学に合格を果たした３人の学生がその経緯を報告

関西教育ＩＣＴ展で講演・模擬授業 ４面

第６回関西教育ＩＣＴ展が８月５・６日、インテックス
大阪（大阪市）で開催。講演で堀田龍也教授（東北大学大
学院）は、ＧＩＧＡ端末活用について「教育委員会間の温
度差は極めて大きい」「子供の主体性を邪魔しない運用が
必要」と話した

学習者用デジタル教科書で変わる学び ５面

たつの市教育委員会は文部科学省「学びの保障・充実の
ための学習者用デジタル教科書実証事業」に加えて市教委
予算により、英語の学習者用デジタル教科書（教材）を、
市内全５中学校の全学年に導入。授業活用を取材した

教育データでエビデンス駆動型教育 ６面

データ駆動型教育はなぜ必要か。実際に仕組みを活用す
ると何が可能になるのか。２０２１年５月に発足した一社・エ
ビデンス駆動型教育研究協議会（ＥＤＥ代表理事＝緒方広
明・京都大学学術情報メディアセンター教授）は、キック
オフイベントで、事例を報告

文
部
科
学
省
は
高
等
学
校

教
育
の
改
革
に
関
す
る
推
進

状
況
調
査
を
行
う
。
実
施
時

期
は
10
月
以
降
。

■
悉
皆
で
高
等
学
校
設
置
者

高
等
学
校
等
設
置
者
及
び

各
高
等
学
校
に
対
し
て
悉
皆

で
実
施
。
主
な
調
査
内
容
は

以
下
。
▼
各
高
等
学
校
に
お

け
る
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー

の
策
定
・
検
討
状
況

▼
中

高
一
貫
教
育
校
の
設
置
・
検

討
状
況

▼
総
合
学
科
の
設

置
状
況

▼
単
位
制
高
等
学

校
の
設
置
状
況

▼
生
徒
の

自
校
以
外
に
お
け
る
学
修
等

の
単
位
認
定
に
つ
い
て

▼

転
入
学
・
編
入
学
の
出
願
資

格
に
つ
い
て

▼
「
高
校
生

の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診

断
」
の
利
用
状
況

▼
全
日

制
・
定
時
制
課
程
の
高
等
学

校
に
お
け
る
遠
隔
教
育
の
実

施
状
況

▼
通
信
制
課
程
の

高
等
学
校
に
お
け
る
自
学
自

習
の
状
況
に
つ
い
て

▼
通

信
制
課
程
の
高
等
学
校
に
お

け
る
通
学
コ
ー
ス
や
メ
デ
ィ

ア
に
よ
る
減
免
の
状
況

▼

通
信
制
課
程
の
高
等
学
校
に

お
け
る
サ
ポ
ー
ト
校
や
サ
テ

ラ
イ
ト
施
設
の
状
況

■
通
信
高
校
生
も
調
査

通
信
制
高
校
に
在
籍
す
る

高
校
生
を
対
象
と
し
た
実
態

調
査
「
高
等
学
校
に
お
け
る

教
育
の
質
確
保
へ
の
対
応
の

た
め
の
調
査
」
も
抽
出
で
実

施
。
多
様
な
可
能
性
を
伸
ば

す
高
等
教
育
の
質
の
確
保
・

向
上
に
向
け
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
構
築
の
た
め
、
次
の

よ
う
な
内
容
で
行
う
。
▼
通

信
制
課
程
へ
の
入
学
・
転
学

の
動
機
及
び
通
信
制
課
程
に

対
す
る
認
識

▼
自
学
自
習

の
状
況
（
学
習
時
間
、
学
習

方
法
、
使
用
教
材
、
学
習
場

所
等
）

▼
就
業
状
況
、
技

能
連
携
施
設
で
の
活
動
状

況
、
そ
の
他
日
常
生
活
の
状

況

▼
通
学
コ
ー
ス
や
メ
デ

ィ
ア
に
よ
る
減
免
の
利
用
状

況
及
び
認
識

▼
サ
ポ
ー
ト

校
や
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
の
利

用
状
況
及
び
認
識

■
優
良
事
例
を
調
査

10
程
度
の
都
道
府
県
を
選

定
し
、
高
等
学
校
教
育
改
革

に
関
す
る
優
良
事
例
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
。
事
例
集
と
し
て
ま

と
め
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
よ
っ
て
、
公
立
小
中
学
校

が
1
人
1
台
の
情
報
端
末
が

整
備
さ
れ
、
複
数
で
1
台
の

情
報
端
末
を
共
用
し
て
使
っ

て
い
た
頃
と
ど
の
よ
う
に
異

な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
、
児
童
生
徒
1
人
ひ
と
り

に
同
じ
経
験
を
さ
せ
、
学
習

の
基
盤
と
な
る
ス
キ
ル
を
確

実
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。福

岡
県
田
川
市
で
は
2
0

2
0
年
度
か
ら
、
市
内
の
中

学
生
全
員
が
情
報
端
末
を
活

用
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
し
て
、
そ
の
出
来
映
え
を

競
い
合
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
大
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
𠮷
栁
啓
二
教
育
長
は
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力

は
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
必
要

な
能
力
で
あ
り
、
早
い
段
階

か
ら
全
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
語
る
。

写
真
は
、
昨
年
度
の
生
徒

総
会
の
様
子
で
あ
る
。
各
中

学
校
の
代
表
が
、
新
中
学
校

の
制
服
に
つ
い
て
自
分
た
ち

の
考
え
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
形
式
で
発
表
し
た
。

生
徒
へ
の
指
導
に
あ
た
っ

て
、
ま
ず
教
員
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
図

る
取
組
を
展
開
し
た
。
本
市

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
イ
ン

テ
ル
株
式
会
社
の
竹
元
賢
治

氏
か
ら
助
言
を
受
け
な
が

ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

の
研
修
会
を
開
催
し
た
。
学

校
代
表
と
し
て
参
加
し
た
教

員
は
、
そ
の
後
、
各
学
校
に

戻
っ
て
、
研
修
内
容
を
全
教

員
に
伝
え
る
よ
う
に
し
て
、

教
員
の
指
導
力
向
上
を
図
っ

た
。田

川
市
教
委
の
石
井
雄
二

課
長
補
佐
は
、
「
教
員
の
プ

レ
ゼ
ン
力
が
ア
ッ
プ
し
た
こ

と
で
、
中
学
生
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
指
導
も
充
実
し
、
子

供
た
ち
が
表
現
豊
か
に
発
表

で
き
た
」
と
語
る
。
今
年
度

は
、
小
学
生
が
夏
休
み
に
考

え
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
場
を
市

内
全
体
で
設
け
て
い
る
。

1
人
1
台
の
情
報
端
末
環

境
は
、
児
童
生
徒
全
員
に
同

様
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
経
験
さ

せ
、
確
実
に
指
導
で
き
る
。

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
長
期

的
・
将
来
的
に
必
要
な
資
質

能
力
の
育
成
を
図
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。
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次世代に必要な力を
育むための学びとは
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中
村
学
園
大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
教
授

端
末
持
ち
帰
り
準
備
済
の
自
治
体
は
６４
・
３
％

端
末
持
ち
帰
り
準
備
済
の
自
治
体
は
６４
・
３
％

高
等
学
校
１
人
１
台
端
末
全
都
道
府
県
で
配
備
へ

プレゼン力アップのワークショップ研修

昨年度のプレゼンテーション大会

（１） ２０２１年（令和３年）９月６日（月曜日）

高等学校教育改革推進で調査

高等学校設置者と通信高校生

教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用「
ほ
ぼ
毎
日
」５０
％
に

文
科
省
・
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

文
科
省
・
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
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